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 dbabbaababa pppppp   ))(( 1221   

 

d は素数であり、 ba, は自然数より、 11221   pbabbaa pppp ≧ であるから 
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ここで、二項係数 )11( pmCmp ≦≦ について 
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p は素数であるからm は p の約数ではなく、 mp C は p で割り切れる。 

したがって、 1d は p で割り切れる。 

 

次に、 1221   pppp babbaad  であり、 aとb の奇偶は異なるので 

2p 個の自然数 232232 ,,,,  pppp abbababa  は、いずれも偶数である。 

1pa と 1pb のうち、一方は奇数で、一方は偶数である。 

したがって、 d は奇数であり、 1d は 2で割り切れる。 

 

以上により、 1d は p でも 2でも割り切れて、 2p であるから、 1d は p2 で割り切れる。 

すなわち、 d を p2 で割った余りは1である。(証明終) 


